









































イギリス（下院） フランス（国民議会） ドイツ（連邦議会） 日本（国会）
　定例
茁ｪ質問 ○ ○ ○ ×
不定例
茁ｪ質問 ○ × ○
　　　△
i1986年以降未実施）





































































































































































































































































































































































































































1947 49 12 37 130 130 5
層F｝一一一一 一一一一一一一 　曽一一一一冒 冒，F｝，層一一 一一一一一一一一 一一嘗曽曹一一 一冒冒騨一一一1848 100 21 79 178 176 7
冒一冒回響一一 ，曜雫一一一一 一一嘗一一一一 　曽冒一層層騨一 一一一一一一一一 一幽一　　曽一 一一一一騨一，1949 】68 ll5 53 174 141 33
一一冒冒冒冒” 一冒一”一一一 　一　璽一一一 一一一一一一冒冒 ，一騨一一｝｝一 一一一一一　曽 一一一一，一冒1950 419 373 46 139 74 65
冒一冒曹層一一 ，一一一一一　 　曽曹一一一一 一塵胃冒一冒一雫 一一一一一一一一 一一一一　曽一 一冒一一辱一，1951 104 87 17 53 20 33
冒冒冒一冒冒雫 一一一一一一　 一一　璽暫一一 一一一一－一一冒 謄一一一一一，一 一一一一　一曹 一一一一曾一一1952 134 101 33 87 24 63
一一一一一一， 9一謄一一一一 　一　幽幽一一 一一一曹一一一一 一，一一冒，｝｝ 一一　一一一一 一一一一曽，冒1953 66 58 8 16 4 12
■一一一一一一 ｝咽一一一一　 一一一一一一一 一一一一一一一一 一一鴨一，層胃｝ ｝一一一一一一塵 曽一一一嘘冒曹1954 38 26 12 63 15 48
一曹冒冒一一一 一一一一一営曹 　曽曽謄一一一 一曽”，需一一辱 一一一一一一F一 一一一一一曽曹一 一一一冒一一一1955 55 34 21 40 11 29
冒曹盟一一一一 一　謄一曽曽謄 曹曹一謄一一一 曹，F一一冒，一 一一一一一一一一 一一一一一一一 一一冒需一一一1956 34 18 16 32 14 18
冒謄騨一一一一 一曹一一一曹雪 讐一一一一一一 一F－一¶，，一 一一一一一一一一 一一一一一一曽 一一冒一一一一1957 14 10 4 21 15 6
冒一一一一一一 曽一一一一一層 暫一一一一一一 一，一｝胃響“一 一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一一冒F一一1958 21 14 7 6 2 4
一一曽一脚一一 冒一，幣｝，一 一一，雪一一一 一一一一一一一嘗 一　　　曹一一一 一一一曽一一一一 冒一一一一一一1959 20 8 12 19 2 17
一曽曽塵曽騨辱 F騨一¶騨P一 雫響一冒，冒一 一一一一一一一一 　　　　曹一瞠一 一一嘗曹一，一 一一一一一一一1960 35 22 13 16 6 10
曽一一一曽曽P 冒曽隔一一曽曹 　曹一一一一雫 一一一一一一　　 　一　　　曹一一 璽一一　曹一一 一一一一一一一1961 37 26
?
14 3 ll
冒一層冒響F一 一一騨一一曾雫 辱一，一一一一 一一一一一一一曹 曹曹曹静吊冒一一 一一一一一F冒 冒，一一一一　1962 17 8 9 10 5 5
一一一一暫盟一 一一一一一讐曹 憎雪一曹雪一一 一一一一一一一一 一　　　一一一冒 一需一一｝F門一 一一雫一一一一1963 17 6 ? 14 2 12
一一一曹曽　　 一一一一圏一一 一一一冒一曹一 一一一一一一一一 　一　一一一一一 一，一一一層冒一 一一，一一一一1964 31 15 16 13 3 10
曽一曹曽一一一 一一曽一一一一 　曽謄一一一一 P－一一一一一一 一一一　曹一一一 一曾曹一一冒一 一一一一一一一1965 36 26 10 12 8 4
一一一曽曽一　 　一一一一一一 “一一冒一，一 一一一一一一一幽 　　　　一雪一需 騨一一一一一騨 ｝一一一一一　1966 26 17 9 4 1 3
曽謄一一一一一 一一一一曽一　 一一一一一一一 一一一一一一一一 　　　　曽一一一 一一一一一一，－ 騨一一一一一一1967 20
?
9 6 2 4
一幽　一一一一 一一一一一一一 一一一一一雪一 一一一一F｝一一 一一　一　9一一 一一需，7－一一 回F－一一一一1968 29 18
?
15 13 2
一一一一一一一 一一一一一一一 一曹曽一一一一 雫一一一層｝，一 一一一一　一一一 一曹曽　曹冒一一 一一F－一一一1969 28 19 9 12 8 4
一曽曽一一一一 一一一謄一一一 響一一一層一一 一一一一一一一　 一一　　一一一一 一一曹一一一， ，一一一一一　1970 16 12 4 4 0 4
一一一一一一一 一一一一曽　一 曽一一雪一一一 一一一F－一一一 一一　　　曽9一 一曹曽一一，雫冒 F－一一一一一1971 25 17 8
?
6 5
一一一一一一一 一一一一曽一一 瞠一一冒冒“一 一一一一一一一一 一一一一　一一一 一曽曹　一糟層冒 ｝一一一一一一1972 42 26 16 23 14 9
　一　一一一一 一一一一曽一一 曹一旧層，一一 一一一一一，一一 一一一一一一一一 一曹曽一一骨曹曜 一一一一一一一1973 47 27 20 46 27 19
曽一曹　　　　 咀冒一回響，一 一一一F一一一 一一一　一一幽一 一一　曽暫，一冒 一早一一一一一 一一一一一　一1974 53 53 0 29 9 0
曽曹曽一　　一 曹一一冒謄騨一 一一一一一一一 一一　一一一一一 一　一　9－一冒 層，辱一一一一 一一一一一　一1975 39 39 0 52 45 7
　曽一一一　　 一一一一一匿一 早一”冒一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一 冒鼎一一一一一 一一一一一　一1976 55 55 0 35 35 0
曹一一曽曽　， 一冒一騨擢一一 一一一　一一一 一　　　曹圏一一 一一席，”騨一｝ 一一一一一一一一 一一一一一囁曽1977 62 62 0 79 78 1
一一一曽一曽炉 一一冒一F－一 一一一一一一一 一一　　　一一一 　　曹曽一一冒冒 闇一一一一一一 一一一一一一　1978 86 86 0 35 35 0
曽一曽曹曽一｝ ，一一冒一｝一 一一一一一一　 一一　　　一一一 一　一曽”冒冒冒 F－一一一一一 一一一一一　　1979 76 72 4 49 49 0
嘗一曹　　　　 ，冒冒冒冒一一 一一一騨一一一 一　　一一幽一幽 一　　曹一一一冒 ”一一一一一一 一一一一一　　1980 45 45 0 49 49 0
一一需雪，一一 一一F－一一一 一一一一一　一 一一　曹曽一一一 一騨一一一一一一 一一一一　一　　 曽曽一　　臼曹1981 73 68 5 43 39 4
需一需雪榊一一 一一，F－一一 一一一一一一一 一一　曽曹一一一 一，一一一一需一 一一一一一一一一 　一　　　曽曹1982 36 35 1 35 35 0
，一雪需，，一 一｝一一一一一 一一一一一一一 一一一膚9－一一 曹謄一一一一P一 一一一一一一一 　一　　　一，1983 76 76 0 43 43 0
一一一一，，一 ｝一，層一一一 一一一一一一一 一一一一曹一一一 一曹一一一需F一 F－一一一一　 　　　　　一曹1984 53 53 0 45 45 0
一｝，，一一一 一一一一一一一 一一一一一一一 一一曽一一一一一 P一一一一一一一 一一一一一一一一 9曹曽雫一一一1985 75 71 4 89 84 5
盟冒一一”一一 一甲｝一一一一 一一一一一一一 一一曽嘗一一一一 ，P一一一一一一 一一一一一一一一 一　　曽一一一1986 68 68 0 74 74 0
一一一一曽一一 ¶響冒P－一一 一一一一一一一 一一一一一一一一 曽，一一一一一一 一一一一一一一 一一一一一P■1987 100 100 0 49 49 0
曽一一曽曽　｝ 冒曹一曹｝一一 一一一一一一一 一一一一一一一曽 　　一，，，冒鼎 ，一一一一一一 一一　一　一酔1988 66 66 0 40 40 0
雪雪一一曾一一 一響F卑一一一 一一一一一一一 一一一曽一一一一 一，一一一，，一 一一一一一一一 一一一曽一一一1989 59 59 0 41 41 0
一一一曽　龍一 胴一一冒”一一 一一一一一一一 一一一一一一一一 一膚　日，謄冒P 一一一一一一一 一一一一糎騨騨1990 31 31 0 19 19 0
一一曽一一　　 　璽一一曹謄一 一一，｝一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一 一P一一一一一 一一一一　曽謄1991 35 35 0 66 66 0
曽一一曽一　｝ 一一一一一一一 一一一一一一一 一一一一一一一一 一一　，一一一一 ｝一一一一一一 一一一一　一一1992 40 40 0 36 36 0
　髄曽　　　　 　讐一一曹，一 一雫騨P－一一 一一一一一一一一 一一一一曽一一一 一早一一一一一 一一一一　曽曹1993 26 26 0 25 25 0
　一　一　一一 一一一曽一曽　 ，雪一一層一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一 一一一一　　一1994 21 21 0 28 28 0
一一一一一一一 一一一一一一一 　曽一一一一一 一一一一一F－一 一一一一一一一一 一一曽一一需一層 ｝一一一　一一1995 39 39 0 40 40 0
一　一一一一一 　一一一一一　 曽曽一曹曹P一一一一一一一一幽 一一一一一幽一一 一一，一一一一一 一一一一一一一1996 48 48 0
?
11 0
一一一一一一一 一一一一一一　 　　一一一，一 一一一一一一一一 一一一一一幽一一 一一一一一一一 F－一一一　一1997 62 62 0 33 33 0
一一一一一一一 一一一一一一一 　一髄一一曽一 一一一一FF－一一一一一一一嘘■ 一凹曽P－一， 一辱一一一　一1998 118 118 0 58 58 0
騨帰回一F一一 一，，一一一一 　　　一一一， 憎一一一胴，，一 一一一一一一一一 一一一曽一｝囲冒 ，一雫一一一一1999 80 80 0 56 56 0
一一一一一一一 一一一一一一　 　曽一一冊一一 一一一一一一一一 一一一一一一魑一 一一曹P－－FF一一一一一一　2000 146 146 0 98 98 0
F一胃”P一一 一，一一一一一 　　曹一一一， 一一一，曹一一一 一一一一一一一一 曽　一一一冒冒， 一一一一一一一2001 205 205 0 59 59 0
冒冒冒一曽曹一 糟雪一一一一一 一　　一一曽曽 曹一糟一一一一， 一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一，一一一一2002 248 248 0 71 71 0
一一一伽一　　 一一一層一一一 一一　　　一　 　　　　曽曽曹一 曹P一一｝｝｝一 一一一一一一一一 一一嘗F－一一2003 210 210 0 72 72 0
一一冒一一曽曽 一冒｝一一一一 一一一　一一一 一一曽一謄一一一 骨一一一一一一一 一一一一一一一一 一一回甲一一一2004 356 356 0 83 83 0
一一一一幽一一 一一駅一一一一 一一一一一一　 一一　一　一一曽 曹曽曽曾響雪盟， 一一一一一一一一 一一藺一一一，2005 187 187 0 79 79 0
一一一一一一一 一一一一一一， P，｝，一一一 一一一　一一　一 　　　　曽一一一 一P一一一一一一 一一一一　　一2006 652 652 0 135 135 0
一一一一一一　 薗一一一一，曾 一雫辱F－一一 一一　　一一一一 一　　　曽曹一一 一，一一一一一一 一一一一　一一2007 902 902 0 259 259 0
合計 6056 5541 515 3173 2704 459
寧第1回国会から第168回国会までの件数。
＊＊ｴ則として常会から常会までの間を1議会会期と
している。
＊＊＊ P947年は第1回国会のみ。
”“’P952年には第13回と第14回国会の2つの常会が
含まれている。これは、第14回国会が1952年8月26日
に召集された特殊な事例のため。1953年3月14EIに解
散した第15回国会までを1952年の件数に含んでいる。
“’＊” P970年には常会が開かれていないが、特別会の
第63回国会を常会に相当するものとしている。
’”＊＊＊ P973年には常会が開かれていないが、特別会
の第71回国会を常会に相当するものとしている。
’＊＊＊＊＊＊ P984年には常会が開かれていないが、特別会
の第101国会を常会に相当するものとしている。
＊＊＊”“”「衆議院公報」「参議院先例諸表」「参議院
議案審議表」「参議院審議概要」を元に作成。
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明治大学社会科学研究所紀要
結論
　本論文は、有効な国会改革を論じるための手がかりを提供するため、国会法第5次改正以降の主要
な国会改革論議のなかで、質問制度の強化がどのように取り扱われたのかを明らかにし、質問制度の
強化に対する阻害要因を検証した。
　第一章では、河野参院議長から始まる参院改革の議論、政治改革から党首討論導入までの議論、並
びに近年の質問主意書制限論について、それぞれ考察した。参院改革においては、「参院制度改革協
議会」と　「参議院の将来像を考える有識者懇談会」において質問制度の強化が提案されたが、実現し
なかったことを示した。政治改革では、「民間政治臨調」と「国会改革緊急提言会議」という民間団
体からイギリスの質問制度をモデルとした提案がありながら、それらが「国会審議活性化法」で導入
された党首討論とは結びっきがないことを示した。また、同法の党首討論は、国会議員主導によって
イギリスの首相への質問制度をモデルにして制度化されたにもかかわらず、既存の質問制度とは無関
係の制度として成立したことを明らかにした。そして、質問主意書制限論では、近年になって提出件
数が急増し、政府に打撃となるような成果を上げるにつれて、政府内部から制限論が出てきたことを
示した。
　第二章では、前章における考察の結果から、質問制度の強化を阻んできた最大の要因が、国会議員
の質問制度に対する無理解にあることを示した。質問制度の強化を提案したのは、①質問主意書を活
用する国会議員、②政治学（議会制度）研究者のいずれかであり、多数派の国会議員から質問制度の
強化を求める声が出ることはなかった。むしろ、国会議員たちの問では、主に3つの理由から質問制
度に対する無理解が広がっている。第一は、質問主意書に対する日常的な軽視である。第二は、質問
制度とは質問主意書のように文書で行うものと誤解されている疑いである。第三は、自民党が与党で
あり続けたことである。自らの立場を永久に与党であると考えれぼ、質問制度はもっぱら野党による
政府追及の手段であるから、まったくその意義を理解することはできない。
　したがって、質問制度の強化に対する阻害要因は、本来ならば制度を活用すべき国会議員の無理解
にあり、制度を強化するならば、国会議員が質問制度を活用する意欲を高めるか、意欲のある国会議
員が増えるか、いずれかが必要条件となる。
　無論、質問制度の強化は目的でなく、国会の議論を活性化させ、より良い政治を実現するための一
つの手段である。もしかすると、必ずしも国会の活性化に不可欠ではないかもしれない。だが、イギ
リス、フランス、ドイツが、議会改革の一環として質問制度を強化していることを踏まえれぼ、少な
くとも質問制度の強化が真正面から検討されてもいいのではないか。特に、定例の口頭質問制度を設
け、イギリスのように政局とは無関係に実施されるようになることは、飯尾潤の言うような「政局か
ら政策へ」という政治変動を加速させる改革となるだけでなく、国民の政治への信頼も高めることに
なるだろう。それは結局のところ、政府与党にとっても有益なのではないか。衆参で多数派が異なる
今こそ、与野党が真剣に議論して、質問制度を強化していくことが望まれる。（たなか　しんいちろう）
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